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グローバルサイエンティストアワード“夢の翼”－国際科学コンテスト－ 

で優れた発表を披露 

10 月 27 日（日）に鹿児島市で行われたグローバルサイエンティストアワード“夢の翼”-国際科

学コンテスト-に５年次生の代表生徒３名が参加しました。 

コンテストには、東京、兵庫、大阪、九州など、全国から集まった高校生３０グループ７５名が参

加し、ポスターでのプレゼンテーションで、課題探究の成果を交流しました。 

主催の千葉工業大学や池田学園高等学校の関係者や保護者、一般の方の見学もあり、会場

となった花山ホテルの大ホールは多くの参加者で賑わいました。 

今回の参加は、ＳＳＨの運営指導委員である千葉工業大学未来ロボット技術研究センター所長

の古田貴之先生からのご招待を受けての挑戦でした。 

３名の生徒は、一人で一つのプレゼンを担当したので、与えられた２時間、一人で何度も繰り

返し説明することになりましたが、大変頑張っていました。疲れたと思いますが、ある意味、分担

して発表するよりも、はるかに個々の発表スキルが向上したと思います。 

九州大学総長、名古屋大学教授、製薬会社役員など、学識者や企業の方総勢９名による厳正

な審査の結果は、次のとおりで、本校生徒全員が受賞となりました。 

５－４小松くんが最優秀賞（高校生３０グループ中、同点で２グループ） 

  ５－１古屋さんが優秀賞（高校生３０グループ中、２グループ） 

  ５－４笠間さんが千葉工業大学賞（全５４グループ中、協賛団体賞は 10 グループ） 

素晴らしい成果です。それは結果だけのことではありません。結果以上に、学識者、企業の方、

高校生、時には小学生に対して、相手に応じた分かりやすい説明とさまざまな質問への回答に

対応し、発表するたびにメキメキとプレゼンの力量を上げていたことが成果となりました。その

姿は、本校のＭＹＰの学びの成果が花開いた瞬間だったとも言えます。 

研究のレベルでは大学と連携してまとめられた、かなりレベルの高いものもありましたが、本

校生徒の受賞は、研究の主体性と、相手意識のあるプレゼンテーションが認められた結果でし

た。 

 

 

 ▲プレゼンの様子   

▲各賞の発表前（緊張の瞬間）   ▲開成中等、表彰されました。3 名も！   


